
































































よいかげん [ 良加減 ] ほぼ妥当な程度、ほとんど、の意で、事が徹底せず、
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プラス 程度 マイナス その他 合計
1600年後半 3 4 7
1700年前半 5 4 3 2 14
1700年後半 3 5 8
1800年前半 1 18 2 21
噺本大系調査結果
プラス 程度 マイナス 合計
1600年後半 1 1 2 4
1700年前半 1 1
1700年後半 6 3 2 11
1800年前半 2 11 2 15
− 164 −























































である。1600 年代後半に 1 例確認できるが、これは 1698 年『初音草噺大鑑』













































































プラス 程度 マイナス その他 合計
1895 3 3
1901 1 2 1 4
1909 1 4 4 1 10
1917 1 2 9 1 13
1925 1 5 5 1 12
神戸大学新聞記事文庫検索結果
プラス 程度 マイナス その他 合計
1912 1 0 6 1 8
1913 3 1 1 1 6
1914 1 4 5
1915 1 1 2 4
1916 1 1 8 10
1917 1 4 5
1918 3 3 9 1 16
1919 3 7 18 2 30
1920 2 7 22 31
1921 1 3 9 1 14
1922 1 11 10 22
1923 2 7 20 29
1924 2 5 12 19
1925 1 4 10 15
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手もよい加減に冷え切って仕舞った	（満州日日新聞　1919 年 2 月 25 日）
　　其の中には好い加減、年老った婦人もあるが多くは妙齢の婦人で彼等は
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